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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
自
治

会
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
発
生
か
ら
三
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
収
束
し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
は
我
々
地
域
の
自
治
活
動
に
も
及
び
、
当
会
の
研
修
等
各
種

事
業
に
お
い
て
も
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
自
治
会
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
を
深
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
お
い
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
活
発
に
展
開
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
自
治
会
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
自
治
会
の
更
な
る

発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

会

長
　
土
橋

　
周
美

　

青
谷
町
は
鳥
取
市
の
西
端
に
位
置
し
、
気
高
町
、

鹿
野
町
、
三
朝
町
、
湯
梨
浜
町
と
の
町
境
の
山
々

と
北
側
に
は
鳴
り
砂
の
浜
に
面
し
た
日
本
海
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
五
地
区

四
十
三
町
内
会
が
、
各
地
区
単
位
で
独
自
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
河
川
清
掃
は
青
谷

町
内
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
急
増
、
若
年
層
の

町
外
流
出
、
子
供
が
少
な
い
、
耕
作
放
棄
地
の
増
、

農
業
担
い
手
の
不
足
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
増
、
バ

ス
路
線
の
維
持
な
ど
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
状
況
で
す
。

　

最
近
で
は

子
育
て
世
代

の
若
者
が
中

心
と
な
っ
て

企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
や

サ
ー
ク
ル
活

動
等
も
開
催

さ
れ
、
少
な

い
で
す
が
町

外
か
ら
の
移

住
者
も
あ
り
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
歴
史
と
文
化
の
地
域
で
も
あ
り
、
因
州

和
紙
や
北
前
船
の
寄
港
地
、
青
谷
上
寺
地
遺
跡
、

古
代
山
陰
道
の
発
掘
な
ど
歴
史
文
化
遺
産
が
多
い

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
地
区
に

あ
る
歴
史
的
な
石
造
物
や
樹
木
周
辺
の
草
刈
り
清

掃
に
取
り
組
ん
で
保
存
活
動
を
し
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
は
発
掘
作
業

が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
令
和
五
年
秋
に
待
望
の
青

谷
町
の
看
板
と
な
る
展
示
施
設
と
遺
跡
公
園
が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
現
在
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
完
成
後
に
は
た
く
さ
ん
の

方
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　

　

こ
の
た
め
に
は
、
地
区
内
の
住
民
が
美
化
活
動

や
景
観
保
全
活
動
に
取
り
組
み
、
因
幡
の
源
左
さ

ん
の
﹁
よ
う
こ
そ
、
よ
う
こ
そ
﹂
の
精
神
で
ま
ち

づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
青
谷
地
区
の

活
性
化
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

青
谷
地
区

歴
史
と
文
化
遺
産
を

歴
史
と
文
化
遺
産
を

　
基
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
基
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

青
谷
町
自
治
連
合
会

　
　
　

青
谷
町
自
治
連
合
会

�

会
長　
会
長　

田
内
伸
一

田
内
伸
一展示ガイダンス施設完成予想図

工事状況

年
頭
挨
拶

年
頭
挨
拶
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千
代
水
地
区
は
千
代
川
に
架
か
る
八
千
代

橋
西
側
周
辺
に
位
置
し
旧
気
高
郡
千
代
水
村

大
字
徳
吉
・
安
長
・
秋
里
・
江
津
・
南
隈
・

晩
稲
の
六
箇
村
か
ら
な
る
静
か
な
純
農
業
地

域
で
し
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
か
ら
市
街
地
・
区
画
整
備

事
業
が
始
ま
り
、
現
在
は
商
業
施
設
、
卸
団

地
、
ア
パ
ー
ト
群
と
様
変
わ
り
し
て
お
り

ま
す
。
八
町
内
会　

南
隈
・
商
栄
町
・
安

長
・
安
長
扇
町
・
安
長
団
地
・
リ
バ
ー
サ
イ

ド
安
長
・
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
安
長
・
緑
ヶ

丘
三
丁
目
の
加
入
五
百
二
世
帯
（
総
世
帯
数

千
二
百
十
）。
校
区
も
三
校
区
、城
北
・
賀
露
・

世
紀
と
分
散
し
て
い
る
地
区
で
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
目
標
「
人
と
ひ

と
が
つ
な
が
り
夢
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」

…
ち
よ
み
…
を
基
本
に
、
五
部
会
（
一
部
会

十
二
～
十
五
名
）
で
事
業
推
進
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
「
総
務
広
報
部
会
」「
防
災
防
犯
部
会
」「
環

境
部
会
」「
健
康
福
祉
部
会
」「
歴
史
文
化
部

会
」を
立
ち
上
げ
部
会
長
に
は
各
町
内
会
長
、

部
会
委
員
に
は
各
団
体
の
長
、
各
町
内
会
役

員
が
い
ず
れ
か
の
部
会
に
所
属
し
町
内
の
交

流
、
声
掛
け
で
多

く
の
皆
さ
ん
が
参

加
、
協
力
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
お
り
ま

す
。
各
部
会
の
主

な
事
業
内
容
は

一
、�

総
務
広
報
部

会

①
千
代
水
ふ
れ
あ

　

�

い
ま
つ
り
▼
毎

年
秋
に
実
施

（
作
品
展
示
・

芸
能
発
表
・
野

菜
市
・
花
苗
販

売
等
）
多
数
参

加
頂
き
ま
さ
に

ふ
れ
あ
い
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

②�

ま
ち
協
便
り
の

発
行
▼
一
年
を

振
り
返
り
各
事
業
の
取
り
組
み
と
反
省

二
、
防
災
防
犯
部
会

①�

交
通
安
全
運
動
の
推
進
▼
夏
休
み
期
間
に

子
供
自
転
車
運
転
講
習

②�

消
火
体
験
＆
救
急
救
命
研
修
▼
ま
ず
は
体

験
す
る
、
が
合
言
葉
（
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
）

三
、
環
境
美
化
部
会

①�

庭
先
花
い
っ
ぱ
い
運
動
▼
各
町
内
で
環
境

美
化
の
推
進

②�

ポ
イ
捨
て
一
掃
大
作
戦
▼
千
代
川
河
川

敷
、
近
隣
道
路
清
掃
・
国
交
省
と
一
体
で

美
化
の
認
識
を

四
、
健
康
福
祉
部
会

①�

毎
年
九
月
に
千
代
水
カ
ッ
プ
の
祭
典
▼
子

供
か
ら
大
人
ま
で
一
同
に
交
流
で
き
る
事

業
（
運
動
会
）
で
す
。

②�

ラ
ジ
オ
体
操
交
流
会
▼
夏
休
み
の
中
で
日

に
ち
を
設
定
し
、
町
内
毎
に
な
り
ま
す
が

交
流
会
と
題
し
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施

五
、
歴
史
文
化
部
会

①�

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
会
▼
地
区
の
名
所

旧
跡
等
を
歩
き
新
た
な
発
見

②�

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
▼
青
少
年
育
成
が

中
心
と
な
り
、
毎
年
創
作
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

踊
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
各
部
会
と
も
潤
沢
な
事

業
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

　
『
ま
ち
づ
く
り
』
と
は
何
か
？
と
考
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
『
支
え
あ
い
・
住
み

よ
い
・
ち
よ
み
』
を
目
指
し
努
め
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

庭先花いっぱい運動

千
代
水
地
区

　
『
古
事
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
神
話
の

ひ
と
つ
、「
因
幡
の
白
兎
」。
古
く
か
ら
神
話

と
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
る
白
兎
海
岸
を

有
す
る
末
恒
地
区
は
、
新
旧
各
八
町
区
か
ら

な
る
世
帯
数
約
二
千
世
帯
の
長
い
歴
史
と
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
地
区
内
に

は
福
祉
施
設
も
多
く
あ
り
、
人
と
自
然
に
や

さ
し
く
な
れ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　

活
動
状
況
と
し
て
は
、
令
和
三
年
度
よ
り

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
「
公
民
館
運
営

委
員
会
」
を
一
体
化
し
、
名
称
も
「
神
話
の

郷さ
と

末
恒
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
新
た
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

公
民
館
は
車
の
両
輪
と
し
て
お
互
い
連
携
し

合
い
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
一
体
化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
、
よ
り
一
層
の
地
域
の
発
展
・
活
性

化
に
努
め
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

一
括
交
付

金
を
受
け
る

こ
と
に
よ

り
、
生
涯
学

習
の
機
能
を

生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に

向
け
て
動
き

出
し
「
自
主

防
災
機
能
の

充
実
」
と

「
ふ
る
さ
と

再
発
見
の
ま

ち
づ
く
り
」、

「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー

ル
事
業
」
を

重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
住
民
の
参
画
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
事
業
準
備
・
実
施
を
協
働
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
事
業

の
マ
ン
ネ
リ
化
や
参
加
者
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
り
、
住
民
自
身
が
や
り
が
い
を
持
つ

こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
全
て
の

事
業
が
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
な
っ
た
こ
と
で

地
区
公
民
館
ま
つ
り
を
「
地
区
文
化
祭
」
と

名
称
を
変
え
、
公
民
館
活
動
と
の
一
体
感
を

持
っ
た
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
に
位
置
付
け

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
動

き
を
止
め
な
い
よ
う
、
で
き
る
こ
と
を
、
で

き
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
、
と
感
染
対
策

に
配
慮
し
な
が
ら
様
々
な
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
神
話
の
郷さ

と

末
恒
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
八
十
神
た
ち
の
荷
物
を
背
負
わ
さ

れ
、
自
分
も
辛
い
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
困
っ
て
い
る
兎
を
助
け
る
大
国
主
命

の
や
さ
し
さ
を
思
い
、
事
業
を
進
め
る
上
で

ど
ん
な
状
況
に
至
っ
て
も
、
他
人
へ
の
思
い

や
り
を
忘
れ
な
い
心
を
持
ち
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。

「
千
代
水
地
区
・
ま
ち

「
千
代
水
地
区
・
ま
ち

　
づ
く
り
」
活
動
に
つ
い
て

　
づ
く
り
」
活
動
に
つ
い
て

　
　
　

千
代
水
地
区
自
治
会

　
　
　

千
代
水
地
区
自
治
会

��

会
長　
会
長　

石
脇
佳
秀

石
脇
佳
秀

末
恒
地
区

魅
力
あ
る
末
恒
の
ま
ち

魅
力
あ
る
末
恒
の
ま
ち

　
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

神
話
の

　

神
話
の
郷郷さ

と
さ
と

末
恒
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

末
恒
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

��

会
長　
会
長　

山
本
孝
久

山
本
孝
久

令和４年度神話の郷すえつね文化祭
　にぎわい状況

令和４年度神話の郷すえつね文化祭
　にぎわい状況

ラジオ体操交流会
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「
春
く
れ
ば
花
の
都
を
見
て
も
な
お
霞か

す
み

の

里
に
心
を
ぞ
や
る
」
歌
人
和
泉
式
部
が
、
故

郷
の
湖
山
池
周
辺「
霞か

す
み

の
里
」を
偲
ん
で
歌
っ

た
と
い
う
歌
碑
が
あ
る
湖
山
地
区
は
、
戦
国

期
の
因
幡
国
守
護
所
で
あ
る
天
神
山
城
な
ど

の
史
跡
が
あ
る
一
方
、
小
中
高
大
学
と
多
く

の
学
生
が
集
う
、豊
か
で
賑
や
か
な
街
で
す
。

　

湖
山
地
区
で
は
、
自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
一
本
化
し
、
湖
山
地
区
の
代
表
機

関
と
し
て
、
住
民
の
視
点
で
「
地
域
の
身
近

な
課
題
」
を
捉
え
つ
つ
、
継
続
的
な
活
動
を

通
し
て
「
安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
区
民
の
生
活

お
よ
び
文
化
の
向
上
並
び
に
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

事
業
は
、
総
務
広
報
・
教
育
文
化
・
健
康
増

進
・
環
境
美
化
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
近
年
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
様
々
な
事
業
が
中
止
や
縮
小
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
「
健
康
ラ
イ

フ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
完
全
予
約
制

に
よ
り
入
場
制
限

を
し
、
飲
食
や
接

触
を
な
く
し
た
上

で
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
方

に
よ
る
「
い
き
い

き
元
気
で
、
家
で

暮
ら
そ
う
！
」
と

題
し
た
講
演
や
、

食
育
推
進
員
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
適
塩
講
座
、
健

康
推
進
連
絡
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
集
団
検
診
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
行
わ
れ
、
満
席
の

受
講
者
か
ら
は
「
講
師
の
話
を
も
っ
と
聞
き

た
い
」「
次
回
は
減
塩
味
噌
汁
と
そ
う
で
無

い
も
の
を
飲
み
比
べ
が
で
き
る
と
も
っ
と
わ

か
り
や
す
い
」
な
ど
、
今
後
の
開
催
を
希
望

さ
れ
る
意
見
が
多
く
聞
か
れ
る
な
ど
、
成
功

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
文
化
グ
ル
ー
プ
も
「
湖

山
地
区
文
化
祭
」
を
十
一
月
に
開
催
、
環
境

美
化
グ
ル
ー
プ
も
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
清
掃
活
動
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
を
行

う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
留
意
し
な
が
ら
で

き
る
こ
と
を
行
い
、
総
務
広
報
グ
ル
ー
プ
が

そ
れ
ら
の
活
動
を
「
自
治
会
だ
よ
り
」
と
し

て
発
行
し
、地
区
民
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
湖
山
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て

百
五
十
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
。
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
、
よ
り
活
発
で
明
る
い
自
治
会
活

動
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

健康ライフセミナー

福
部
地
区

湖
山
地
区

　

福
部
町
は
鳥
取
市
の
東
端
に
位
置
し
、

県
内
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る
鳥
取
砂
丘
の

砂
地
で
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
栽
培
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
二
十
一
集
落
、
人
口

二
千
七
百
五
十
五
人
、
世
帯
数
千
四
十
五
戸

の
町
で
す
。
鳥
取
市
街
地
に
比
較
的
近
い
た

め
人
口
減
少
は
緩
や
か
で
す
が
三
十
年
間
で

約
二
十
％
も
人
口
が
減
少
す
る
な
ど
少
子
高

齢
化
が
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育
の

関
係
で
は
幼
稚
園
か
ら
小
・
中
学
校
ま
で
の

一
貫
校
と
し
て
「
福
部
未
来
学
園
」
が
平
成

二
十
八
年
に
開
校
し
て
い
ま
す
。

　

福
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
四
つ
の
専

門
委
員
会
を
設
け
、
①
生
き
生
き
と
し
た
地

域
学
習
を
創
造
す
る
運
動　

②
美
し
い
生
活

環
境
を
創
造
す
る
運
動　

③
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
運
動　

④
地
区
公
民

館
の
充
実
を
図
る
運
動
の
重
点
目
標
を
掲
げ

活
動
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
例

を
挙
げ
る

と
、
地
域
を

花
い
っ
ぱ
い

に
し
よ
う
運

動
で
福
部
未

来
学
園
の
児

童
・
生
徒
と

合
同
で
植
栽

し
た
花
鉢
を

町
内
の
主
要

事
業
場
に
配

布
。
道
路
を

花
で
飾
る
運

動
で
ア
ジ
サ

イ
の
補
植
や

草
刈
り
等
の

管
理
作
業
。
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
開

催
や
不
法
投
棄
の
巡
視
活
動
。
安
心
安
全
の

た
め
の
活
動
で
集
落
へ
の
海
抜
プ
レ
ー
ト
の

設
置
、
防
犯
対
策
と
し
て
の
街
灯
の
設
置
。

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
研
修
会

の
実
施
。
公
民
館
ま
つ
り
・
ま
ち
づ
く
り
推

進
大
会
の
実
施
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
も
い
ろ
い
ろ
制

約
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
令
和
五
年
度
か
ら

は
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
徐
々
に
平
常
通

り
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
福
部
町
中
央
公
民
館
が
老
朽

化
等
の
理
由
か
ら
体
育
館
も
含
め
て
使
用
不

能
と
な
り
、
令
和
二
年
に
福
部
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

施
設
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
も
で
き
ま
し
た

が
、
体
育
館
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
不

自
由
で
何
か
と
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
打
開
策
と
し
て
、
十
月
三
十
日
に
開

催
さ
れ
た
公
民
館
ま
つ
り
で
は
大
型
ト
ラ
ッ

ク
を
会
場
に
持
ち
込
み
、
荷
台
を
飾
り
付
け

し
て
十
三
メ
ー
ト
ル
の
屋
外
仮
設
ス
テ
ー
ジ

と
し
、
傘
踊
り
、
ふ
く
べ
砂
神
太
鼓
、
サ
ッ

ク
ス
演
奏
等
の
各
種
演
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

福
部
未
来
学
園
と
一
緒
に
な
っ
て

福
部
未
来
学
園
と
一
緒
に
な
っ
て

　
花
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

　
花
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

　
　
　

福
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

福
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

��

会
長　
会
長　

谷
口
孝
義

谷
口
孝
義

「
い
き
い
き
元
気
で
、家
で
暮
ら
そ
う
！
」

「
い
き
い
き
元
気
で
、家
で
暮
ら
そ
う
！
」

  

～
健
康
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
～

～
健
康
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
～

　

湖
山
地
区
自
治
会

　

湖
山
地
区
自
治
会

��

総
務
広
報
グ
ル
ー
プ

総
務
広
報
グ
ル
ー
プ　　

中
村
哲
也

中
村
哲
也

アジサイの植栽活動

福部未来学園の児童・生徒との
植栽活動

プランター花植え

住民が植えたアジサイロード
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令
和
二
年
か
ら
の
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
ゼ
ロ

コ
ロ
ナ
も
難
し
く
、
あ
る
程
度
コ
ロ
ナ
と
の

共
存
も
考
え
な
が
ら
、
事
業
や
活
動
を
行
っ

て
い
く
事
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
業
は

勿
論
、
各
種
会
合
も
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
く
以
前
の
様
な
、

「
笑
顔
で
い
き
い
き
」
と
し
た
活
動
が
出
来

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

倉
田
地
区
自
治
会
は
、
総
務
部
、
福
祉
部
、

同
教
部
、
保
安
部
、
体
育
部
、
公
民
館
部
の

六
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
安
心
、
安
全
、
共
生

を
も
と
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
部
と

も
地
区
住
民
は
勿
論
の
事
、
公
民
館
の
「
協

力
」「
勇
気
」
を
頂
き
な
が
ら
、
地
区
発
展

の
為
地
域
に
根

付
い
た
活
動
を

地
道
に
進
め
て

い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
地

区
文
化
祭
や
、

倉
田
地
区
部
落

解
放
月
間
中
の

地
区
集
会
、
子

供
た
ち
が
多
く

集
う
「
そ
う

め
ん
流
し
」

や
、「
餅
つ

き
大
会
」
等

代
表
的
な
行

事
が
、
こ
こ

数
年
実
施
で

き
な
い
状
況

に
あ
り
ま

す
。
こ
の
様

な
中
で
も
、
各
部
が
感
染
防
止
対
策
を
行

い
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
出
来
う
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
、
公
民
館
部
で
、「
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」「
地
域
の
仲
間
づ
く
り
事

業
」
や
「
健
康
ウ
オ
ー
ク
」「
し
い
た
け
植

菌
」
等
、
保
安
部
で
は
「
交
通
安
全
活
動
」

「
不
法
投
棄
監
視
活
動
」「
消
防
団
活
動
」
を

通
じ
、
安
心
安
全
対
策
を
実
施
し
、
ま
た
全

戸
組
織
の
教
育
後
援
会
、
子
ど
も
見
守
り
隊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
同
教
部
も
倉
田
地
区
部
落
解
放
月
間

中
に
は
、啓
発
用
看
板
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
倉

田
地
区
は
千
代
川
や
見
方
に
よ
れ
ば
「
名
峰

倉
田
富
士
？
」
と
呼
ば
れ
る
八
坂
山
に
囲
ま

れ
、
無
形
文
化
財
も
あ
る
地
区
で
す
。
こ
の

豊
か
な
自
然
、
文
化
は
宝
で
あ
り
、
財
産
で

す
。
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
の
故
郷
が
笑
顔
の

絶
え
な
い
地
区
と
し
て
有
り
続
け
る
様
、
倉

田
地
区
自
治
会
は
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

倉
田
地
区

コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
治
会
活
動

コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
治
会
活
動

　
　
　

倉
田
地
区
区
長
会

　
　
　

倉
田
地
区
区
長
会

��

会
長　
会
長　

井
上
　
清

井
上
　
清

　

豊
実
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
西
部
に
位
置

し
、
千
代
川
水
系
野
坂
川
の
中
流
域
に
広
が

る
七
つ
の
集
落
か
ら
な
る
、
の
ど
か
な
田
園

地
帯
で
す
。

　

平
成
三
十
一
年
に
地
区
内
に
鳥
取
西
道
路

の
鳥
取
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
出
来
、
ま

た
地
区
内
の
真
ん
中
を
南
北
に
走
る
県
道
の

改
良
工
事
も
終
わ
り
、
利
便
性
の
向
上
と
と

も
に
、
環
境
の
変
化
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

豊
実
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
令
和
三
年

度
か
ら
豊
実
地
区
公
民
館
と
「
組
織
の
一
体

化
」「
補
助
金
の
一
本
化
」
に
取
り
組
み
、

共
に
行
事
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、「
総
務
・
広

報
部
会
」「
安
全
・
防
災
・
防
犯
部
会
」「
健
康
・

福
祉
部
会
」「
生
涯
学
習
・
人
権
部
会
」「
環

境
・
美
化
部
会
」
の
五
つ
の
専
門
部
会
が
あ

り
、
互
い
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
二
・
三
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

「
集
ま
る
」
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
地
区
民
の

最
大
の
交
流
の
場

で
あ
っ
た
「
地
区

大
運
動
会
」「
地
区

ま
つ
り
」「
防
災

フ
ェ
ス
タ
」「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
な

ど
多
く
の
事
業
が

中
止
や
内
容
を
縮

小
し
て
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
、
地

区
民
の
交
流
の

場
は
設
け
た

い
と
の
思
い
か

ら
、
公
民
館
と

各
専
門
部
長

が
、「
感
染
防

止
対
策
を
と
り
な
が
ら
、い
ま
出
来
る
事
業
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、以
前
か
ら「
地

区
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
計
画
し
て
お
り
、
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
民
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
ず
は
、
豊
実
地
区
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
事
で
、
江
戸
時
代
後
期
、
鳥

取
藩
の
姫
君
姉
妹
が
吉
岡
温
泉
に
湯
治
に

行
っ
た
際
、
豊
実
地
区
内
の
鹿
野
往
来
（
鹿

野
街
道
）
別
道
を
通
っ
て
、
途
中
野
坂
村
の

庄
屋
で
昼
食
を
し
て
、
吉
岡
に
向
っ
た
と
い

う
事
が
、
側
近
の
武
士
の
日
記
に
記
さ
れ
て

お
り
、歴
史
の
道
を
体
感
し
よ
う
と
い
う「
豊

実
地
区
歴
史
探
訪
ウ
オ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
豊
実
地
区
に
つ
い
て
興

味
が
ふ
く
ら
ん
だ
と
大
変
好
評
で
し
た
。
地

域
の
歴
史
遺
産
め
ぐ
り
は
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、様
々
の
制
約
の
中
で
の「
ま

ち
づ
く
り
」
の
活
動
で
す
が
、
地
域
住
民
が

気
軽
に
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
機
会
や

場
所
づ
く
り
を
心
掛
け
、
魅
力
あ
る
地
域
と

し
て
発
展
す
る
よ
う
、
自
治
会
、
公
民
館
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

豊
実
地
区

魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

　
　
　

豊
実
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

豊
実
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

��
会
長　
会
長　

川
西
謙
一

川
西
謙
一

歴史探訪ウオーク

花いっぱい運動
（バス停プランターづくり）

グラウンドゴルフ大会（６月）

健康ウオーク（３月）
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面
影
地
区

　

面
影
地
区
は
古
く
万
葉
の
時
代

か
ら
息
づ
く
歴
史
と
文
化
に
彩
ら

れ
た
地
区
で
す
。中
心
を
な
す「
面

影
山
」
は
因
幡
三
山
の
一
つ
と
し

て
有
名
で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
歌

人
が
面
影
山
を
詠
っ
た
所
以
で
、

和
歌
が
掲
示
さ
れ
た
遊
歩
道
も
整

備
さ
れ
、
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
初
期
ま
で
面
影
は

七
地
区
の
み
の
地
域
で
し
た
が
、

町
村
合
併
を
経
て
宅
地
開
発
等
が

一
気
に
進
み
、
現
在
で
は
十
五
町

内
会
で
二
千
世
帯
を
超
え
る
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

園
、
小
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設

及
び
商
業
施
設
が
林
立
す
る
一
大

住
居
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

地
区
も
他
地
区
と
同
様
に
少
子
・

高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築

な
ど
に
よ
り
近
年
も
人
口
の
微
増

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
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協
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」
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を
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親睦グラウンドゴルフ大会

　令和４年度全国自治会連合会広島県福山大会が
昨年11月17日にふくやま芸術文化ホールで開催さ
れました。
　開催地実行委員会委員長の歓迎あいさつで始ま
り、全国自治会連合会会長のあいさつ、来賓のあ
いさつを受けた後、開催地を代表して広島県湯﨑
知事からの歓迎あいさつを受けました。
　全国自治会連合会会長から自治会活動に功労が
あった方に対し表彰状が授与され、鳥取市自治連
合会からは水田副会長が受賞されました。
　大会宣言（案）が提案され、満場一致で可決され、
第１部の式典が終了しました。
第２部　記念講演
　能楽師シテ方喜多流（社）能楽協会会員　
� 大島�衣恵氏
第３部　活動発表
　①�福山市自治会連合会�組織強化推進部会の取り組み
　　〔発表者〕　組織強化推進部会　部会長　
� 横山�典好氏

　②豪雨災害の概要及び対応状況について
　　�〔発表者〕　�広島県福山市山手学区町内会連合会
� 　会長　杉原�均氏
　次期開催地北海道を紹介され、全国自治会連合
会大会は終了しました。
� （報告　副会長　新�潤一）

　　　　　　　　　　　　全国自治会連合会広島県福山大会全国自治会連合会広島県福山大会

　

一
方
で
、
長
年
守
り
続
け
た
田

畑
を
懸
命
に
受
け
継
い
で
い
る

方
々
も
お
ら
れ
る
地
域
で
す
。

　

私
た
ち
は
魅
力
あ
る
住
み
よ
い

面
影
の
ま
ち
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
﹁
活
動
の
柱
﹂

　

活
動
の
柱
と
し
て
は
、
世
代
間

交
流
の
活
性
化
、
防
災
・
防
犯
対

策
の
強
化
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
意
識
形
成
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
で
は
、
児
童
と
住

民
の
交
流
の
場
と
し
、
地
区
公
民

館
を
主
会
場
と
し
て
毎
月
「
い
き

い
き
お
も
か
げ
っ
子
ひ
ろ
ば
」
を

開
催
し
、
毎
年
秋
に
行
う
「
面
影

山
ウ
オ
ー
ク
」
で
は
、
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
世

代
間
交
流
を
実
現
す
る
た
め
、
多

く
の
中
学
生
が
参
画
し
て
、
ウ

オ
ー
ク
の
途
中
に
ゲ
ー
ム
を
行
う

な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
区
対
抗
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
高
齢
者
に

交
じ
っ
て
若
い
世
代
も
一
緒
に
参

加
し
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
活
動
と
し

て
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
対
策
で
は
、
大
規

模
災
害
発
生
を
想
定
し
、
住
民
の

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
こ
と
か

ら
、
段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
た
避
難

所
の
区
画
整
理
及
び
ベ
ッ
ド
の
確

保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
様
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

住
民
か
ら
も
数
々
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
町
内
会
長
・
区
長

等
の
協
力
及
び
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
、
民
生
児
童
委
員
の
協
力
を

頂
き
、
必
要
な
支
援
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
地
区
人
権
啓
発
推
進

協
議
会
と
連
携
し
、
各
種
団
体
へ

呼
び
か
け
て
研
修
会
等
を
通
じ
住

民
の
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
積
極
的
に

各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

●
﹁
最
協
の
力
﹂

　

最
協
！
こ
れ
は
小
学
校
の
ク
ラ

ス
に
掲
げ
て
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中

で
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
便

利
な
社
会
に
慣
れ
親
し
み
、
と
も

す
れ
ば
隣
近
所
の
協
力
関
係
な
ど

煩
わ
し
い
と
考
え
が
ち
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
時

な
ど
人
間
同
士
が
助
け
合
わ
ず
し

て
ど
う
し
て
災
害
に
対
応
で
き
る

で
し
ょ
う
。
困
難
な
時
代
だ
か
ら

隣
人
の
協
力
が
あ
れ
ば
と
の
思
い

か
ら「
最
強
の
力
」で
は
な
く「
最

協
の
力
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
協
の
力
を
目
指
し
た
そ

の
先
に
は
最
強
の
自
治
組
織
が
あ

る
と
信
じ
て
！

　

た
だ
、
当
地
区
に
お
い
て
は
こ

の
力
が
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
「
最
協
の
力
」

を
目
指
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
自
治
連
皆
様
の
ご

指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令和４年度
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自
治
連
だ
よ
り
第
三
十
四
号
の
発
刊
に
際
し
、
原
稿
依
頼
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
の
自
治
会
活
動
や
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
自
治
連
だ
よ
り
の
原
稿
依
頼
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

併
せ
て
発
刊
に
当
た
り
、
広
報
委
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
全
国
自
治
会
連
合
会
広
島
県
福
山
大
会
」
に

出
席
さ
れ
ま
し
た
新
副
会
長
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
が
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

�

広
報
副
委
員
長　

西
川　

功
美

　

津
ノ
井
地
区
は
、
九
百
四
十
一
世
帯
自
治

会
参
加
地
域
で
す
。

　

県
道
323
号
線
（
旧
国
道
29
号
線
）
沿
い
の

南
北
に
長
い
地
域
で
国
道
29
号
線
と
県
道
323

号
線
の
間
に
津
ノ
井
工
業
団
地
が
あ
り
ま

す
。

地
域
内
に
は
県
立
鳥
取
工
業
高
等
学
校
、
津

ノ
井
小
学
校
、
Ｊ
Ｒ
津
ノ
井
駅
（
無
人
駅
）、

医
院
（
内
科
、
小
児
科
）
一
軒
、
歯
科
二
軒
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
近
隣
に
は
公
立
環

境
大
学
、
桜
ヶ
丘
中
学
校
が
あ
り
、
生
活
す

る
に
は
便
利
な
地
域
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。

津
ノ
井
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
平
成

二
十
一
年
に
設
立
、
組
織
は
津
ノ
井
地
区
自

治
会
、
区
長
会
、
各
種
団
体
、
公
民
館
の
構

成
で
事
務
局
を
公
民
館
に
置
き
「
津
ノ
井
地

区
を
明
る
く
て
住
み
よ
い
地
域
に
す
る
」
を

目
標
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
地
域

の
こ
と
を
老
若
男
女
問
わ
ず
皆
が
知
る

こ
と
が
地
域
の
活
性
化
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
為
に
は
必
要
だ
と
考
え
日

頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
、
忘
れ
ら

れ
て
い
た
も
の
、
知
ら
な
か
っ
た
も
の

を
掘
り
起
こ
し
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
南
西
に
意
神
奴
神
社
が
祀
ら

れ
て
い
る
空
山
と
い
う
山
が
あ
り
ま

す
。
頂
上
に
は
風
力
発
電
用
風
車
三
基

や
牛
の
放
牧
場
が
あ
り
、
頂
上
か
ら
は

鳥
取
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
津
ノ
井
地
区
、
米

里
地
区
、
日
本
海
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
山

で
す
。
以
前
は
越
路
か
ら
の
道
し
か
無
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
空
山
を
活
用
で
き
な
い

か
と
、
先
人
に
よ
る
地
主
さ
ん
た
ち
へ
土
地

提
供
交
渉
の
大
変
な
苦
労
の
お
か
げ
で
、
津

ノ
井
側
か
ら
頂
上
ま
で
の
道
を
平
成
二
十
五

年
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
、「
空
山
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
と
名
づ
け
、
同
時
に
七
百

本
の
苗
木
の
植
樹
を
行
い
自
然
保
護
活
動
も

行
い
ま
し
た
。
こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
中
腹
に
は
毎
年
、
津
ノ
井
小
学
校
の
子
供

た
ち
が
空
山
遠
足
で
上
る
桜
公
園
が
あ
り
ま

す
が
、
年
二
回
公
園
の
草
刈
り
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
草
刈
り
を
子
供
た
ち
や
、

ロ
ー
ド
の
利
用
者
の
安
心
安
全
を
願
い
作
業

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
又
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
津
ノ
井
地
区

は
も
と
よ
り
近
隣
地
区
に
も
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　

地
区
に
は
伝
承
芸
能
と
し
て
、
昭
和

二
十
三
年
国
府
町
美
歎
に
伝
わ
る
門
外

不
出
の
傘
踊
り
を
若
者
が
悪
い
遊
び
を

し
な
い
よ
う
に
と
許
可
を
頂
き
、
津
ノ

井
傘
踊
り
保
存
会
と
し
て
活
動
中
で

す
。
以
前
は
運
動
会
、
納
涼
祭
、
初
盆

の
お
宅
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
高
齢
化
が
進
み
人
員
確
保
問
題
で

苦
慮
し
て
お
り
、
現
状
維
持
し
な
が
ら

標柱の設置

活
動
中
で
す
。
人
員
確
保
活
動
や
道
具
の
維

持
管
理
も
行
い
な
が
ら
伝
承
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
銭
太
鼓
グ
ル
ー
プ
も
活
躍
中
で
銭

太
鼓
も
伝
承
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
公
民
館
の
一
角
に
陶
芸
工
房
が
あ
り
、

子
供
た
ち
へ
の
講
習
等
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
ま
で
は
作
品
の
焼
き
入
れ
は
個
人
の

炉
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
伝
承
の
為
に
も
電
気
炉
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
区
に
は
津
ノ
井
と
し
て
の
名
所
が
あ

り
、
津
ノ
井
名
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
配

布
と
、
標
柱
の
設
置
を
十
一
箇
所
し
地
区
の

皆
に
目
に
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

工
業
団
地
内
に
多
目
的
広
場
が
あ
り
、
土

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
の
で
こ
れ
を
芝
生
化

し
、
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
も
行
い
、
利
用
し

や
す
い
広
場
と
し
、
住
民
の
健
康
維
持
広
場

に
な
る
よ
う
、
維
持
管
理
は
各
種
団
体
に
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
と
し
て
、

敬
老
会
の
座
テ
ー
ブ
ル
か
ら
椅
子
テ
ー
ブ
ル

へ
、
納
涼
祭
用
の
櫓
、
提
灯
の
新
調
等
、
地

区
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
活
性
化
、
地
区
民
の
安
全
、
子
供

た
ち
の
安
全
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

編 後集 記

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
会
長
と

し
て
、
長
年
住
民
自
治
活
動
の

推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
令
和
四
年
度
自
治
会
等

地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務

大
臣
表
彰
（
全
国
自
治
会
連
合

会
推
薦
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

祝
総
務
大
臣
表
彰

南
部
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井
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津
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井
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く
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協
議
会
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会
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憲
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空山草刈り作業


